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【自殺統計について】 
 日本の自殺死亡率(人口１０万人当たりの自殺者数）は減少傾向にあるものの、諸外国と
比較すれば、依然として高い水準で推移しています。 
 特に、学生、生徒等の未成年者層では、自殺者数、自殺死亡率ともに上昇しています。 
 そこで、次の点について討論し、グループとしての意見をまとめてください。 
 
（自殺統計の特徴） 
 ○ 月別自殺死亡率 ３月～５月の自殺死亡率が高い。 
 ○ 自殺の多くは多様かつ複合的な原因及び背景を有しており、様々な要因が連鎖する中

で起きている。 
 ○ 未成年者層の原因・動機別 学校問題、健康問題、家庭問題の順に多い。 
 
１ 未成年者層で自殺者が増加している要因について 
２ 自殺を防止するための取組について  
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【熊本県の人口減少について】 
 熊本県の人口は約１８２万８，０００人(平成２９年人口動態調査）ですが、年々減少傾
向にあり、特に１４歳以下の人口は、平成１９年から平成２９年までの１０年間で約２５万
８，０００人から約２３万８，０００人と、約２万人減少しています。 
 そこで、次の点について討論し、グループとしての意見をまとめてください。 
 
１ 人口減少が熊本県に与える影響について 
２ 人口減少を抑止するための取組について 
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【男性の家事育児時間について】 
  ６歳未満の子を持つ日本人男性の育児時間は、２０１６年で１日平均４８分であり、先進
国中最低の水準です。また、熊本県における男性の家事時間は、国内でも低い水準にありま
す。 
 男性の週６０時間以上の就業は全体的に減少傾向ですが、３０代、４０代では他の年齢層
に比べて高い傾向にあります。 
 他方、スウェーデンでは、育児休業制度が日本より充実しており、現在では９割以上の男
性が育児休業を取得しています。 
 そこで、次の点について討論し、グループとしての意見をまとめてください。 
 
１ 日本人男性の家事・育児時間が短い原因とその影響 
２ 男性の家庭への関わりを増やすための方策 

４ 

 

 

 

 
【食品ロスについて】 
 日本では、本来食べられるのに捨てられる食品（以下「食品ロス」という。）の量が、年
間約６１２万ｔにのぼり、１人当たり年間４８㎏の食品を廃棄していることになります。こ
の量は、世界全体で発展途上国の食料不足緩和のために行われる援助量の約２倍に当たりま
す。 
 このような現状を踏まえ、次の点について討論し、グループとしての意見をまとめてくだ
さい。 
 
１ 食品ロスの要因とこれに起因する問題点 
２ 食品ロスを減らす対策 

試験日の午前、午後（いずれか受験）ごとに以下の課題中１題を出題。 
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【若年層の薬物汚染について】 
 近年、薬物事犯全体の検挙人員は１３，０００人台で推移し、横ばい状態が続く中、大麻
事犯は増加傾向にあり、特に、人口１０万人当たりの年代別検挙人員では、未成年を含む３
０代以下が全体の８割以上を占めています。 
 若年層での増加の一つに、大麻の危険性や有害性への認識の低さが指摘されていますが、
このような現状を踏まえ、次の点について討論し、グループとしての意見をまとめてくださ
い。 
 
１ 若年層の検挙者が増えている背景 
２ 薬物乱用防止のために効果が期待される取組 
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【健康増進法について】 
 平成３０年の健康増進法の一部改正により、本年４月から、原則飲食店や商業施設などに
は、全面禁煙若しくは未成年者の立ち入りが禁止された喫煙専用室の設置等が義務づけられ
ました。これに先駆け、警察本部庁舎内も昨年から全面禁煙としています。 
 本改正は、望まない受動喫煙の防止を目的としていますが、次の点について討論し、グル
ープとしての意見をまとめてください。 
 
１ たばこの有用性と有害性 
２ 受動喫煙防止のために必要な対策 

 


